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東久留米市町名別高齢化率一覧

○親
 

医
療
証
の

更
新
手
続
き
を

お

忘

れ

な

く

も
う
、お
済
み
で
す
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
の
申
請

 
会
員
募
集 

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ　

毎
週
日
曜
日
、
東

部
運
動
広
場
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
。
経
験
不
問
。
詳

し
く
は
小
林
�　

・
８
４
６

７５

２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
東
久
留
米
歌
謡
吟
詠

サ
ロ
ン　

毎
月
第
４
金
曜

日
の
午
後
２
時
〜
４
時
、
中

央
公
民
館
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
、
見
学
自

由
。詳
し
く
は
宇
佐
田
�　

・
７３

７
３
０
３
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
仙
武
館
空
手
道
教
室

（
致
道
会
�
市
体
育
協
会
加

盟
�
）　

毎
週
日
曜
日
の
午

前　

時
〜
午
後
零
時
半
、
南

１０
町
小
学
校
体
育
館
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。
小
学
生
以

上
。
初
心
者
歓
迎
。
全
日
本

空
手
道
連
盟
公
認
八
段
で

文
部
科
学
省
認
定
コ
ー
チ

の
越
山
洋
一
氏
が
指
導
。
詳

し
く
は
土
居
�　

・
９
３
７

７５

５
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
・
練
功
十

八
法
（
中
国
健
康
法
普
及
協

会
）　

毎
朝
９
時
〜
９
時　
４０

分
（
日
曜
日
除
く
）、
滝
山
公

園
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
年
２
０
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
今
野
�

　

・
２
３
６
３
へ
。

７１
　

◆
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
（
い
じ
め
ら
れ
な
い
心
と

体
を
作
る
会
）　

毎
月
第
２
・

第
４
日
曜
日
の
午
後
１
時

〜
３
時
、
第
二
小
学
校
体
育

館
で
。詳
し
く
は
白
沢
�　

・
２１

７
２
３
５
へ
。

　

◆
東
部
空
手
教
室　

毎

週
①
月
曜
日
の
午
後
６
時

か
ら
が
神
宝
小
学
校
②
火

曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
が

小
山
小
学
校
③
金
曜
日
の

午
後
６
時
か
ら
が
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
④
日
曜
日
の

午
後
４
時
か
ら
が
第
三
小

学
校
で
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。
３
歳
以
上
。
家
族
・　
６０

歳
以
上
の
割
り
引
き
あ
り
。

詳
し
く
は
藤
原
�
０
９
０
・

３
２
２
３
・
９
４
６
７
へ
。

　

◆
合
唱
団
も
み
じ　

毎

週
水
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

童
謡
・
唱
歌
・
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
。
楽
譜
が
読
め
な
い
方
で

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
石
井
�　

・
１
５
４

７２

２
へ
。

　

◆
楽
し
い
英
会
話　

毎

週
土
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
１
回
５
０
０
円
。

英
字
新
聞
の
コ
ピ
ー
を
題

材
。
詳
し
く
は
斉
藤
�　

・
７３

４
０
５
４
へ
。

 
催　
　

し 

　

◆
バ
ザ
ー
（
さ
い
わ
い
保

育
園
父
母
会
）　　

月　

日

１１

３０

（
日
）
午
前　

時
半
〜
正
午
、

１０

さ
い
わ
い
保
育
園
で
。
入
場

無
料
。
詳
し
く
は
同
会
・
原

�　

・
３
９
２
３
へ
。

７３

　

◆
１
０
０
倍
文
化
祭
（
人

生
を
１
０
０
倍
楽
し
く
す

る
会
）　　

月　

日
（
祝
）
午

１１

２３

前　

時
〜
午
後
３
時
半
、
西

１１
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場

無
料
。
展
示
発
表
と
邦
楽
を

聴
く
会
。
詳
し
く
は
鈴
木
�

　

・
５
９
９
５
へ
。

７１
　

◆
作
品
発
表
会
（
滝
山
青

葉
会
）　　

月　

日
（
金
）
〜

１１

２８

　

月
２
日
（
火
）
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
５
時
、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
入
場
無
料
。
手

作
り
の
シ
ャ
ッ
ポ
ー
、
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
、
写
真
、
絵
画
、

書
な
ど
。
詳
し
く
は
小
森
谷

（
こ
も
り
や
）
�　

・
６
４
３

７２

４
へ
。

　

◆
登
校
拒
否
・
不
登
校
の

た
め
の
進
路
学
習
会
（
ど

じ
ょ
っ
こ
の
会
）　　

月　
１１

２９

日
（
土
）
午
後
６
時
半
〜
９

時
、
中
央
公
民
館
で
。
参
加

費
５
０
０
円（
資
料
代
含
む
）。

会
終
了
後
、
個
別
相
談
あ
り
。

詳
し
く
は
志
賀
�　

・
６
７

６７

４
６
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
上
の
原
保
育

園
父
母
会
）　　

月　

日

１１

３０

（
日
）午
前　

時
半
〜
午
後
１

１０

時
、
上
の
原
保
育
園
で
。
模

擬
店
、
ゲ
ー
ム
な
ど
。
詳
し

く
は
同
園
・
小
越
�　

・
５

７１

７
２
２
へ
。

　

◆
カ
ン
ト
リ
ー
キ
ル
ト

手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
カ
ン

ト
リ
ー
タ
イ
ム
）　　

月　
１１

２８

日
（
金
）・　

日
（
土
）
午
前

２９

　

時
〜
午
後
６
時
、
ス
ペ
ー

１０ス
１
０
５
で
。
入
場
無
料
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
示
と

小
物
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
詳
し

く
は
林
�
０
９
０
・
２
４
４

５
・
９
３
７
０
へ
。

本
▼
健
康
保
険
証
▼
印
鑑
▼　

年
１４

１
月
２
日
以
降
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
か
ら
の　

年
度
（　

年

１４

１３

分
）
の
所
得
証
明
書

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
要
件
に
よ
っ

て
は
ほ
か
の
書
類
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
育
て

支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い

る
児
童
②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し

て
い
る
児
童
③
父
ま
た
は
母
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
児
童
④
父
ま
た

は
母
の
生
死
が
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
⑥
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
⑦

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

　

市
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
方
で
、
ま
だ

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の　

歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

６５

　

年
１
月
１
日
現
在
１
万
９
０
７

１５５
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、　

・　

�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１６

７９

毎
年
１
０
０
０
人
以
上
、
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人

口
推
計
に
よ
る
と
、
高
齢
者
数
は
、

　

年
に
は
２
万
２
１
８
５
人
、　

１７

２２

年
に
は
２
万
７
９
０
５
人
に
な
る

見
込
み
で
す
。
さ
ら
に　

年
に
は

３２

３
万
５
１
２
４
人
と
な
り
、
高
齢

化
率
は　

�
を
超
え
る
と
見
込
ま

３０

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
急
速
に

高
齢
化
が
進
行
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

ひ
と
り
暮
ら
し
等
で
日
常
生
活
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
の
数

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

こ
う
し
た
高
齢
者
へ
の
対
応
策
の

一
つ
と
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等

の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、「
東
久
留
米
市

み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業

を　

月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

１２

　

こ
の
事
業
は
、
身
近
な
所
で
不

安
を
抱
え
な
が
ら
ひ
と
り
暮
ら
し

等
を
す
る
高
齢
者
の
方
を
早
期
に

発
見
し
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く

り
出
し
、
見
守
っ
て
い
く
た
め
の

も
の
で
す
。

　

み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

①
み
ま
も
り
協
力
員
②
み
ま
も
り

協
力
機
関
③
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
④
市
介
護
福
祉
課
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
高

齢
者
介
護
に
携
わ
る
家
族
が
抱
え

る
問
題
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切

な
対
応
を
す
る
こ
と
で
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　

活
動
の
４
本
の
柱
と
し
て
、「
発

見
」（
困
っ
て
い
る
人
を
早
く
発
見

す
る
）、「
相
談
」（
困
っ
た
と
き
に

相
談
に
の
る
）、「
対
応
」（
困
っ
た

こ
と
に
対
応
す
る
）、「
支
え
合
う
」

ひひひひひひひひひひ
とととととととととと
りりりりりりりりりり
暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららら
しししししししししし
高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者
等等等等等等等等等等

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

「「「「「「「「「「
みみみみみみみみみみ
まままままままままま
もももももももももも
りりりりりりりりりり
ネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトト
ワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーー
クククククククククク
」」」」」」」」」」

「
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

月月月月月月月月月月
かかかかかかかかかか
らららららららららら
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始

月
か
ら
事
業
開
始

１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２１２

（
困
ら
な
い
よ
う
に
支
え
合
う
）を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

①
み
ま
も
り
協
力
員（
見

守
り
・
声
掛
け
）

　

民
生
委
員
・
相
談
協
力
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
方
が
み
ま
も
り

協
力
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
の
身
近
な
相
談

者
と
な
っ
て
見
守
り
や
声
掛
け
等

を
行
い
ま
す
。

②
み
ま
も
り
協
力
機
関

（
発
見
・
連
絡
）

　

自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
消
防
署
・

社
会
福
祉
協
議

会
等
に
み
ま
も

り
協
力
機
関
と

し
て
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。協

力
機
関
は
、見
守
り
が
必
要
と
思
わ

れ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に

声
を
掛
け
、承
諾
を
得
て
か
ら
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
　

み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主

体
と
な
り
市
お
よ
び
関
係
者
と
連

携
を
取
り
、
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
業
を
運
営
し
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
み

ま
も
り
協
力
機
関
、
み
ま
も
り
協

力
員
か
ら
連
絡
を
受
け
、
対
象
者

の
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
み
ま
も
り
協
力
員
へ
連
絡
調
整

を
行
い
、
見
守
り
状
況
を
把
握
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
協
力
員
へ

の
研
修
、
連
絡
会
の
運
営
、
連
絡

協
議
会
の
運
営
協
力
等
重
要
な
役

③
在
宅
介
護
支
援

セ

ン

タ

ー

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

④

介

護

福

祉

課

　

み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

民
生
委
員
に
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
に
必
要
な
情

報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
当
た
っ
て
は
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
民
生
委
員

や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
協
力
員
や

協
力
機
関
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係（
内
線
２
５
５
５
）へ
。

れる東久留米市

映会を開催しま

た作品です。ぜ

美枝子・吉行和

会事務局�７１・

５５７）へ。

東久留米市みまもりネットワーク概念図

高 齢 化 率高 齢 者 数

Ｂ

総 人 口

Ａ
町　　　名 Ｃ＝Ｂ／Ａ

順位 １５年１月１日
２４．０４％３  ８１４人 ３，３８６人上 の 原
１６．３８％  ４０７人　 ２，４８４人神 宝 町
１６．４３％  ５３０人　 ３，２２５人金 山 町
１３．５９％  ５４０人　 ３，９７４人大 門 町
１８．８６％１，０８２人　 ５，７３８人浅 間 町
１２．８８％  ２７０人　 ２，０９６人新 川 町
１１．２９％  ２８０人　 ２，４７９人東 本 町
２４．５６％２  ８２９人　 ３，３７５人氷 川 台
１７．７６％４，７５２人   ２６，７５７人東 部 地 区 計
１７．０６％  ５７４人　 ３，３６４人学 園 町
３４．８８％１  ４０７人　 １，１６７人ひばりが丘団地
１６．５７％  ７８９人　 ４，７６３人小 山
１７．４７％  ８０２人　 ４，５９２人幸 町
１４．９７％１，０３１人　 ６，８８５人本 町
１６．６０％１，２５６人　 ７，５６７人中 央 町
１７．８５％１，２０５人　 ６，７４９人南 沢
１４．２９％６１０人　 ４，２７０人南 町
１７．４４％７８５人　 ４，５００人前 沢 １ ～ ３
１７．０１％７，４５９人  ４３，８５７人中 部 地 区 計
１３．１９％５５８人　４，２３０人前 沢 ４ ～ ５
１３．１８％８４４人　６，４０２人八 幡 町
１８．３２％５５３人　３，０１８人野 火 止
２１．３５％４２７６人　１，２９３人弥 生
２１．３５％４２，５０２人  １１，７１８人滝 山
１３．８５％１，６１６人  １１，６６９人下 里
１１．０５％５１５人　４，６５９人柳 窪
１５．９７％　６，８６４人  ４２，９８９人西 部 地 区 計
１６．７９％  １９，０７５人１１３，６０３人合　　　計

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

児　

童　

福　

祉

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
�　

・
７
７
３
６
へ
。

７０

　

ひ
と
り
親
医
療
助
成
の
対
象
と

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
現
況
届
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
届

け
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
届

児
童
扶
養
手
当

の

額

が

改

定

さ

れ

ま

し

た

も
う
、お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当

の

現

況

届

療
証
の
有
効
期
限
は
、　

月　

日

１２

３１

で
す
。
こ
の
助
成
を
引
き
続
き
受

け
る
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
現
況

届
に
必
要
な
書
類
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、　

月　

日
（
金
）
ま
で
に

１１

２１

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
が
な
い
と
１
月
１
日

以
降
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

て
い
る
児
童
扶
養
手
当
の
額
が　
１０

月
か
ら
次
の

通
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改

定
は
、
消
費

者
物
価
指
数

の
マ
イ
ナ
ス
０
・
９
�
を
基
準
と

し
て
改
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

▼
全
部
支
給
（
月
額
）
＝
４
万

２
０
０
０
円
（
改
定
前
４
万
２
３

７
０
円
）

　

▼
一
部
支
給
（
月
額
）
＝
４
万

１
９
９
０
円
〜
９
９
１
０
円
（
改

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
が
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

　

月
期
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん

１２の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

所
得
が
基
準
を
超
え
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
も
現
況
届
は
し
て
い

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「折折折折折折折折折折折折折折折折折折折折りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

15.  11.  15

ど

楽
譜
が
読
め
な
い
方
で

も
可
。
詳
し
く
は
但
木
（
た

だ
き
）
�　

・
５
９
３
４
へ
。

７１

　

◆
軟
式
野
球
（
ド
リ
ー
ム

ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

市
内
グ
ラ
ン
ド
で
。
会
費
月

１
５
０
０
円
。　

歳
〜　

歳
。

４５

６５

詳
し
く
は
浜
村
�　

・
２
８

７３

５
８
へ
。

　

◆
英
会
話
（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

毎
週
月

曜
日
の
午
前　

時
半
〜
正

１０

午
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
。
会
費
月
２
５
０
０
円
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座
の
テ

キ
ス
ト
使
用
。
詳
し
く
は
浦

崎
�　

・
３
７
１
５
へ
。

５９

　

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
（
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク

ル
プ
ラ
ム
）　

毎
週
金
曜

日
の
①
午
前　

時
半
か
ら

１０

②
午
後
２
時
か
ら
、
い
ず

れ
も
商
工
会
館
で
。会
費
１

回
３
６
０
０
円
（
材
料
費
）。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
佐

藤
�
０
９
０
・
６
４
８
５
・

６
９
３
５
へ
。

　

◆
裏
千
家
茶
道
サ
ー
ク

ル
（
ま
こ
と
会
）　

毎
月
第

１
・
第
２
金
曜
日
の
午
後
１

時
〜
５
時
、
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。
詳
し
く
は
斉
藤
�　

・
５１

１
９
１
６
へ
。

　

◆
や
さ
し
い
淡
彩
画
（
エ

ビ
ス
絵
画
）　

毎
月
第
１
火

曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、

中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０

０
円
。詳
し
く
は
村
田
�　

・
７７

０
４
４
２
へ
。

　

◆
パ
ス
テ
ル
画
（
パ
ス
テ

ル
の
会
）　

毎
月
第
２
・
第
４

金
曜
日
の
午
後
１
時
半
〜

４
時
半
、
中
央
図
書
館
で
。

会
費
月
５
０
０
０
円
。
詳
し

く
は
直
井
（
な
お
い
）
�　

・
７４

３
９
３
１
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
う

ち
う
ど
ん
の
会　

毎
月
①

日
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
②

木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら

が
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
）。
道
具
は
会
で
用
意
。
詳

し
く
は
石
川
�　

・
７
５
７

７１

７
（
昼
間
）
へ
。

　

◆
く
る
め
折
紙
サ
ー
ク

ル　

毎
月
第
３
金
曜
日
の

午
前　

時
〜
正
午
、
中
央
公

１０

民
館
で
。
会
費
月
１
３
０
０

円（
材
料
費
含
む
）。
詳
し
く

は
岡
田
�　

・
６
９
６
２
へ
。

７２

　

◆
詩
吟
（
神
聖
流
氷
川
台

教
室
）　

毎
月
第
１
・
第
３
月

曜
日
、氷
川
台
自
治
会
館（
氷

川
台
二
丁
目
）
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５

５
・
９
３
７
０
へ
。

　

◆
シ
ー
ズ
ン
・
イ
ン
・
パ
ー

テ
ィ
ー
（
エ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
イ

ス
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）　　

月
１１

　

日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５

２９時
、
清
瀬
市
商
工
会
館
で
。

参
加
費
２
０
０
０
円
（
初
参

加
の
方
は
１
０
０
０
円
）。詳

し
く
は
北
川
�　

・
８
０
１

６６

２
へ
。

　

◆
情
報
公
開
市
民
勉
強

会
〜
検
察
ウ
ラ
金
の
ヤ
ミ

に
光
を
！
（
１
０
０
％
市
民

の
会
）　　

月　

日
（
木
）
午

１１

２０

後
６
時
半
〜
８
時
半
、
中
央

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
。

入
場
無
料
。
元
大
阪
高
検
公

安
部
長
の
三
井
環
氏
に
よ

る
税
金
の
ム
ダ
使
い
の
話
。

詳
し
く
は
宮
川
�　

・
３
０

５０

２
０
へ
。

　

◆
子
ど
も
の
た
め
の
ラ

イ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
南
沢

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど
も
園

を
育
て
る
会
）　　

月
７
日

１２

（
日
）
午
後
２
時
半
開
演
（
２

時
開
場
）、成
美
教
育
文
化
会

館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入

場
料
大
人
１
２
０
０
円
（
前

売
り
１
０
０
０
円
）、中
学
生

以
下
７
０
０
円
。
年
長
児
以

上
。
詳
し
く
は
同
園
�　

・
７０

０
８
４
３
へ
。

　

◆
学
童
バ
ザ
ー
（
学
童
保

育
父
母
会
連
合
会
）　　

月
１１

　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午

３０

１０

後
２
時
、
滝
山
団
地
セ
ン

タ
ー
前
広
場
で
。
詳
し
く
は

星
川
�　

・
０
９
４
３
へ
。

７２

　

◆
紅
葉
の
森
の
休
日
案

内（
自
然
観
察
会
）　　

月　
１１

２３

（
祝
）
日
午
前
９
時
半
受
付
、

東
京
大
学
田
無
演
習
林
入

り
口
（
西
武
バ
ス
六
角
地
蔵

前
バ
ス
停
下
車
）
で
。
参
加

費
無
料
。
詳
し
く
は
竹
崎
�

　

・
５
９
３
２
へ
。

６３
　

◆
太
極
拳（　

式
と
推
手
）

２４

講
習
会
（
円
明
道
東
久
留
米

分
会
）　　

月　

日
（
木
）
午

１１

２７

前　

時
〜
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
受

講
料
無
料
。
詳
し
く
は
松
村

�　

・
０
７
６
１
へ
。

７８
 
そ　
の　
他 

　

◆
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
受

け
入
れ
家
庭
募
集
（
東
久
留

米
国
際
友
好
ク
ラ
ブ
）　

外

国
か
ら
の
留
学
生
を
招
い

て
一
日
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

月
７
日
（
日
）
午
前　

時

１２

１１

〜
午
後
６
時
に
留
学
生
を

一
日
受
け
入
れ
ら
れ
る
家

庭
を
募
集
。
締
め
切
り
は　
１１

月　

日（
月
）。
詳
し
く
は
葉

１７
山
�　

・
１
０
６
２
へ
。

７８

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　
【
申
請
に
必
要
な
書
類
】戸
籍
謄

し
て
く
だ
さ
い

　
【
助
成
の
対
象
と
な
る
方
】市
内

在
住
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

費
用
の
１
割
程
度
と
な
り
ま
す
。

介
護
度
、
時
間
、
送
迎
、
入
浴

な
ど
の
加
算
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず

要
介
護
認
定
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
家
族
だ
け
で
は
背
負
い
き

れ
な
い
介
護
、
自
分
だ
け
で
は

家
事
・
入
浴
が
困
難
で
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
方
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
考
え
て
み

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

昨
年
、
東
久
留
米
市
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議
会
の

サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員
会
で
、　
１４

年
度
の
市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
対
象
に
、
互
い
の
特

徴
等
を
評
価
す
る
目
的
で
報
告

書
を
作
成
し
ま
し
た
。
報
告
者

は
介
護
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）・

各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
４

〜
２
５
５
７
）
へ
。

『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
法
に
つ
い
て
』

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
要
介

護
認
定
を
受
け
た
方
が
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
に
通
っ

て
一
日
を
過
ご
す
介
護
保
険
の

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
要
介
護
お
よ
び
要

支
援
と
認
定
さ
れ
、
外
出
の
機

会
の
な
い
方
や
家
族
が
日
中
不

在
に
な
る
方
な
ど
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
体
操
や
余
暇
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
心
身
の
機
能
の

維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
や
家

族
の
身
体
的
・
精
神
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

一
日
の
流
れ
は
、
ま
ず
、
事

業
所
が
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ

て
、
そ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
い
な
が
ら
、
だ
ん
ら
ん
を
し

て
過
ご
し
ま
す
。
み
ん
な
で
昼

食
を
と
り
、
午
後
も
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
夕

方
に
は
、
車
で
送
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
心
身
の
状
態
に
よ
っ
て

は
参
加
の
難
し
い
方
も
い
ま
す

の
で
、
事
業
所
ご
と
に
体
操
・

折
り
紙
・
散
歩
・
音
楽
・
料
理

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
年
に

何
回
か
日
帰
り
で
少
し
遠
く
ま

で
外
出
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

必
要
な
方
に
は
入
浴
の
サ
ー
ビ

ス
や
機
能
訓
練
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
に
対
す
る
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
（
要
介

護
認
定
で
自
立
「
非
該
当
」
の

方
が
利
用
で
き
ま
す
）。
事
業
所

ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、

規
模
、
定
員
は
異
な
り
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
、

　
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
第
十
七
回
り
号
（
１

８
０
万
円
）、
第
十
回
そ
号
（
１
２

０
万
円
）、第
四
回
ね
号（　

万
円
）、

６０

特
別
給
付
金
よ
号
（　

万
円
）
及

２０

び
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」第
十
九
回
へ
号（
１

０
０
万
円
）、
第
十
六
回
ぬ
号
（　
９０

万
円
）、第
十
四
回
よ
号（　

万
円
）、

７５

第
九
回
た
号
（　

万
円
）、
第
七
回

６０

れ
号
（　

万
円
）、
第
五
回
そ
号

６０

（　

万
円
）、
第
三
回
よ
号
（　

万

３０

１０

円
）
の
請
求
受
け
付
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
戦
没
者
の
子
・
兄
弟

姉
妹
は
こ
の
給
付
金
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
の
請
求
手
続
き
も
福
祉

総
務
課
（
市
役
所
１
階
）
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
庶
務
係
（
内
線

２
５
１
２
）
ま
た
は
東
京
都
福
祉

局
指
導
援
護
課
�　

・
５
３
２
０
・

０３

４
０
７
７
へ
。

   
昭
和
７
年
９
月　

日
ま
で
に
生

３０

ま
れ
た
方
は
、
老
人
保
健
法
に
よ

り
、
一
定
以
上
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
に
「
高
額
医
療
費
」

の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

   
こ
の
「
高
額
医
療
費
」
制
度
に

つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問
と
答
え

を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

   
Ｑ　

先
月
、医
療
費
を
た
く
さ
ん

支
払
い
ま
し
た
。「
高
額
医
療
費
」

に
該
当
す
る
と
思
う
の
で
、
払
い

戻
し
の
申
請
を
し
た
い
の
で
す
が
。

   
Ａ　

各
医
療
機
関
か
ら
請
求
が

来
た
医
療
費
を
集
計
し
、
該
当
と

な
る
方
に
は
『
老
人
保
健
高
額
医

療
費
の
お
知
ら
せ
』
と
申
請
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。　

月
に
受
診

１０

し
た
分
は
来
年
１
月
上
旬
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ　

入
院
し
て　

万
円
支
払
い

２０

ま
し
た
。
い
く
ら
戻
り
ま
す
か
。

　

Ａ　

入
院
の
場
合
は
、
支
払
い

の
時
点
で
自
己
負
担
額
の
上
限
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
方
は
「
高
額
医
療
費
」
に
は
該

当
し
ま
せ
ん
。
支
払
金
額
が
多
く

て
も
、差
額
ベ
ッ
ド
代
や
シ
ー
ツ
・

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

自
費
分
は
高
額
医
療
費
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

お
む
つ
代
な
ど
の
「
自
費
」（
保
険

対
象
外
）
分
に
つ
い
て
は
、
払
い

戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｑ　

領
収
書
を
見
て
自
分
で
計

算
し
た
ら
、
も
っ
と
戻
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

　

Ａ　

領
収
書
に「
自
費
」と
記
載

さ
れ
た
分
は
含
め
ず
に
、月
の
初

日
か
ら
月
末
ま
で
の
分
を
合
計
し
、

そ
の
合
計
か
ら
自
己
負
担
額
の
上

限
を
引
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で

も
合
わ
な
い
場
合
は
、
一
部
の
医

療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
て
い

た
り
、
請
求
額
が
修
正
さ
れ
た
り

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｑ　

申
請
書
が
届
い
た
の
で
す

が
、
体
調
が
悪
く
て
す
ぐ
に
は
市

役
所
に
行
け
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
す
か
。

　

Ａ　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
―
８
５
５
５
、
市
役
所

　市で介護保険事業に参加している事業者で構成され

介護サービス事業者協議会では、映画「折り梅」の上映

す。この映画は、痴ほう性高齢者の理解をテーマとした

ひご覧ください。

　【日時】１２月６日（土）午後１時半開場
　【会場】中央公民館ホール
　【内容】映画「折り梅」＝松井久子監督作品、原田美
子ほか出演

　【定員】５００名
　【入場料】大人１２００円、６０歳以上・高校生以下１０００円
　※チケットは前売券のみとなります。社会福祉協議会

０２９４ほかで発売中。

　詳しくは介護福祉課介護サービス係（内線２５５４～２５５

　

市
で
は
、
夏
休
み
に
「
地
球
環

境
」
や
「
身
近
な
自
然
環
境
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
市
内

の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
市
内　

校
か
ら
６
７
０
点

１５

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
優
秀　

点
、
佳
作

１０

　

点
が
決
ま
り
ま
し
た
。
入
選
作

２１品
は
、　

月
４
日
（
木
）
〜
７
日

１２

（
日
）、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

で
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作

品
は
来
年
の
環
境
月
間
の
ポ
ス

タ
ー
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

入
選
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で

す
。

　
【
優
秀
】
伊
藤
直
杜
（
第
三
小
学

校
４
年
）
▽
太
田
薫
乃
（
第
六
小

学
校
３
年
）
▽
中
島
康
平
（
同
校

４
年
）
▽
金
野
隼
（
同
校
４
年
）

▽
渡
�
菜
摘
（
同
校
５
年
）
▽
高

橋
瑛
美
（
第
八
小
学
校
５
年
）
▽

柴
田
政
江
（
第
九
小
学
校
６
年
）

▽
前
原
祐
樹（
南
町
小
学
校
６
年
）

▽
渡
辺
ち
な
み（
南
中
学
校
２
年
）

▽
鈴
木
菜
生（
大
門
中
学
校
３
年
）

　
【
佳
作
】
小
林
裕
美
（
第
一
小
学

校
５
年
）
▽
秋
谷
一
輝
（
第
三
小

学
校
３
年
）
▽
小
野
優
香
（
同
校

６
年
）
▽
小
原
眸
（
第
五
小
学
校

４
年
）
▽
清
水
夕
貴
（
同
校
４
年
）

▽
山
岸
由
希
乃
（
同
校
４
年
）
▽

沼
田
優
紀
（
同
校
４
年
）
▽
寺
尾

柊
子
（
同
校
５
年
）
▽
沼
田
志
織

（
同
校
６
年
）
▽
�
橋
沙
織
（
第
六

小
学
校
３
年
）
▽
久
米
洋
輝
（
同

校
３
年
）
▽
佐
藤
優
美
（
同
校
４

年
）
▽
柳
拓
弥
（
同
校
５
年
）
▽

大
竹
唯
（
同
校
５
年
）
▽
小
川
雄

三
（
同
校
６
年
）
▽
浅
見
有
菜

（
同
校
６
年
）
▽
藤
森
玄
（
第
八
小

介
護
福
祉
課
医
療
係
あ
て
へ
郵
送

す
る
か
、
代
理
の
方
に
届
け
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
月
末
ま
で
に

受
け
付
け
た
分
を
翌
月
の
月
末
に

支
給
し
ま
す
の
で
、
体
調
が
良
く

な
っ
て
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
）
へ
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
校
３
年
）
▽
相
澤
拓
朗
（
南
中

学
校
２
年
）
▽
伊
藤
優
（
同
校
２

年
）
▽
生
田
美
樹
（
同
校
２
年
）

▽
青
野
華
純
（
同
校
２
年
）

（
敬
称
略
）

　

詳
し
く
は
環
境
緑
政
課
環
境
保

全
係
�　

・
７
７
５
３
へ
。

７０
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偶
者
（
国
民
年
金
第
３
号
被
保

険
者
）
の
み
国
民
年
金
第
１
号

へ
変
更
し
、
保
険
料
の
納
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
。　

年
度
の

１５

保
険
料
は
、
１
カ
月
に
つ
き
１

万
３
３
０
０
円
で
す
。
手
続
き

は
い
ず
れ
も
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
（
市
役
所
１
階
）
へ
。

　
   
歳   
以   
降   
も 

６０国
民
年
金
に
任
意 

加
入
で
き
ま
す

　
　

歳
に
な
っ
て
も
老
齢
基
礎

６０
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
や
、
受
給
資
格
は

あ
る
け
れ
ど
、
満
額
に
満
た
な

い
の
で
年
金
額
を
増
や
し
た
い

方
は
、　

歳
ま
で
任
意
加
入
を

６５

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

３０

ま
れ
た
方
で
、　

歳
に
な
っ
て

６５

も
老
齢
年
金
の
資
格
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、　

歳
７０

に
な
る
ま
で
特
例
任
意
加
入
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
給

資
格
が
心
配
な
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ
。

７０

　

歳
前
に
会
社
等
を

６０退
職
さ
れ
る
方
へ

　
　

歳
に
な
る
前
に
会
社
等
を

６０
退
職
さ
れ
る
方
は
、
国
民
年
金

第
１
号
へ
の
加
入
手
続
き
が
必

要
で
す
。
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
で
あ
る　
２５

年
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
も

加
入
の
手
続
き
を
し
て
、　

歳
６０

に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
保

険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。
国

民
年
金
と
し
て
保
険
料
を
納
め

た
分
は
、
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、　

歳
６０

未
満
の
方
で
、
会
社
を
退
職
す

る
方
の
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

（
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
）

も
、
国
民
年
金
第
１
号
へ
の
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

歳
６５

に
な
っ
た
後
、
引
き
続
き
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

　

歳
未
満
の
扶
養
し
て
い
る
配

６０

老
人
保
健
Ｑ
＆
Ａ

　

ひ
と
り
親
医
療
助
成
の
対
象
と

な
る
方
に
は
○親
 

医
療
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
医

　

母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
促
進
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ

れ

１
９
９
０
円
〜
９
９
１
０
円
（
改

定
前
４
万
２
３
６
０
円
〜
１
万

円
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「折折折折折折折折折折折折折折折折折折折折りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会「折り梅」上映会

第２２回東久留米市
環境ポスターコンクール
入選作品が決まりました
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入入入入入入入入入入選選選選選選選選選選作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品展展展展展展展展展展示示示示示示示示示示入選作品展示
１２月４日（木）～７日（日） 
市役所１階屋内ひろばで


